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ASA-001-PSoC／PR232 
汎用プリント基板 取扱説明書 

Rev.E2b , 2008／2／29 Asa 工房  

 【注意】この取扱説明書は、汎用基板としての、 
なま基板(ベアボード)そのものの取説です。 
これから部品を実装するための取説であり、 
部品実装後の製品ﾏﾆｭｱﾙではありません。 

 

・2 つの機能部分に分割できる汎用基板。

各々独立使用可能。別基板に組込み可。 
 
① ASA-001-PSoC （PSoC 汎用基板） 

（ CY8C29466-24PXI (ｻｲﾌﾟﾚｽ) 
＋外付け発振モジュール ） 

② ASA-001-PR232（機能ﾌﾞﾛｯｸ基板） 
（7805で、DC9 or 12V→DC5V, 0.22A 

＋外付けﾘｾｯﾄ High,Low 両出力 
＋RS-232 ドライバ 2ch ） 

・3 種類のｻｲｽﾞの万能基板とｽﾀｯｸ可能。 
95×72 ，72×47 ，72×47.5 mm 

・基板を分割しない場合は、 
LCD(SC1602BS)を実装可能。 

  

１．製品概要 
(1) プリント基板仕様 
・外形  ：96×72×1.6 (mm)  

中央部に V 溝, 分割可能 
・基板材質：ガラスエポキシ FR-4 
・層数  ：両面 2 層 
・銅箔厚 ：35 (μm) 
・シルク ：白色。部品面のみ。 
・レジスト：緑色。両面。 
・表面処理：半田レベラー（鉛フリー） 
・質量  ：約 20g 
・RoHS 対応品（中国版も） 

(2) 適合規格 
UL94V-0 , UL796 
UL ﾌｧｲﾙ番号：E213707（韓国製） 

 
(3) ASA-001-PSoC 概要 
・ PSoC 汎用基板で、ASA-001-PR232 からの DC5V 電源で動作。 
・ ポート P0：ｱﾅﾛｸﾞ／ﾃﾞｼﾞﾀﾙ汎用入出力 8bit 

P1：シリアル通信や I2C を想定。ﾃﾞｼﾞﾀﾙ汎用入出力でも可。 
P2：LCD 表示器を想定。ｱﾅﾛｸﾞ／ﾃﾞｼﾞﾀﾙ汎用入出力でも可 

・ LCD は、電源極性反転可能。ハンダブリッジで接続を設定。 
・ 外部リセット(Active High)入力コネクタを装備。ASA-001-PR232 から入力。 
・ PSoC は、28 ピン DIP を想定していますが、20，8 ピン DIP 用の電源も考慮。 
・ 外付け水晶発振モジュール（DIP 14 or 8 pin）を実装可能。P1[4]に入力。 
・ 32kHz クロックと、SMP(ｽｲｯﾁﾓｰﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ)は考慮していません。 

 
(4) ASA-001-PR232 概要 
・ 有用と考えられる機能（電源、リセット、RS-232）を、ブロックとして統合。 

基板分割後に、単体で、他の基板の一部として組み込まれることを想定。 
・ 電源は、簡潔に、3 端子レギュレータ電源 7805。 

DC 9V or 12V 入力時、定格出力 DC5V, 0.22A。 【注意】AC 入力ではありません。 
・ DC 電源入力は、DC ｼﾞｬｯｸ(CN3A) 及び 2.54mm ﾋﾟｯﾁのｺﾈｸﾀ(CN3B)を実装可能。 

電源入力の切換え(CN3B は 2 次電池のﾌﾛｰﾄ充電回路付き)等が可能。 
・ リセット出力は、Active Low と High の 2 系統を用意。 

Power ON 時の確実リセット、及び手動リセット用。 
汎用ﾘｾｯﾄ IC と汎用部品で構成。ﾘｾｯﾄ解除ﾃﾞｨﾚｲ時間は CR 定数で調整。 

・ RS-232 (2ch)は、ﾄﾞﾗｲﾊﾞ IC 経由か、IC をﾊﾞｲﾊﾟｽするか、経路を選択可能。 
（他の CPU 基板との組合せで、CPU 基板に RS-232 ドライバは実装されて 
いても、D-SUB-9 コネクタは実装されていない場合などを想定。） 

 D-SUB-9 コネクタの代わりに、2.54 (or 2.5)mm ピッチのコネクタを実装可能。 
（D-SUB-9 コネクタを筐体に実装し、中継することを想定。） 
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２．使用上の重要な注意 

【注意】電源系統のﾗﾝﾄﾞは、わざとサーマルﾗﾝﾄﾞにしておらず、ﾊﾝﾀﾞが乗りにくいので、 
温度調節付き 70W ﾊﾝﾀﾞごての使用を推奨します。 ﾗﾝﾄﾞだけを先に暖めるつもりで 
 手早く  ﾊﾝﾀﾞ付けをして下さい。  部品の取り外しは非常に困難  ですので、 
部品実装は慎重に行なって下さい。 また、この基板は、手での部品実装を想定 
しており、部品の自動実装やﾊﾝﾀﾞ槽を通す事などは、全く考慮されていません。 

 
【注意】本基板を他基板と段重ねスタックする時、いきなりｺﾈｸﾀをハンダ付けすると、 

微妙な穴の位置のズレや コネクタの実装傾きが原因で、基板の重ね位置のズレが 
予想外に大きくなり、取付け穴でネジ固定できなくなってしまう場合があります。 
なるべく基板同士の重ね位置の現物合わせをし、  取付け穴でネジ固定して、 
 コネクタをはめ合わせた状態でハンダ付け  をして下さい。 
また、取付け穴は、3 種類の万能基板とスタック出来るように、中途半端な位置 
に、やや大きめで開けられている事にも留意して下さい。 

 
【注意】LCD 実装時、LCD の下にある部品は、 高さ 9 mm 以下  にして下さい。 

特に、コンデンサ C1  と 発振モジュール X1  の高さに要注意です。 
（電解コンデンサは高さ 7mm 品を使用。基板間のスペースは 11 mm を想定。） 

 
【注意】ランド付き基板取付け穴と、D-SUB 取付け穴が FG (Frame Ground) です。 

リセットスイッチの隣りの CN1B 取付け穴はランドを無くしており、FG-PGND 
間の絶縁耐圧を必要とする場合、ここの取り付けネジには  絶縁材料のネジ  を 
使用して下さい。FG-PGND 間のパターンギャップは 3 mm (1500V 耐圧相当)を 
とってはいますが、 CN1B の FG のすぐ隣りにリセットスイッチがある  ため、 
D-SUB 本体の金具と、PGND やリセット回路が、部品面で  空間的に近接  して 
いる事に注意して下さい。静電気や耐圧の問題、部品面へのハンダの盛り上り、 
などに要注意です。 

 
【注意】できる限りの保護回路は入れていますが、厳しい仕様に対しては 不十分 です。 

ﾂｪﾅｰﾀﾞｲｵｰﾄﾞで保護していますが、これで全てのｻｰｼﾞに対応できる訳ではありません。 
保護は、全て  ﾉｰﾏﾙ･ﾓｰﾄﾞの保護だけ  で、 対 FG 保護素子は非搭載  です。 
又、  ﾉｲｽﾞﾌｨﾙﾀ非搭載  なので、EMI 等のﾉｲｽﾞ規格に対して要注意です。 
汎用基板としての機能仕様と、実装ｽﾍﾟｰｽとの ﾄﾚｰﾄﾞ･ｵﾌの結果として、ご了承下さい。 

 
【注意】UL ﾏｰｸが入っていますが、なま基板そのものがﾚｺｸﾞﾅｲｽﾞﾄﾞ･ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄであると 
認定されているだけであり、これをもって部品実装後の製品が、UL のﾘｽﾃｯﾄﾞ製品で 
あると認証されるわけではありません。つまり、基板にある UL ﾏｰｸシルクは、 
 なま基板に難燃材料を使っている  と言っている だけ であり、 電子部品実装後の 
 電気的安全性を認定しているわけではありません。  もしも、最終製品としての 
UL 認定が必要な場合は、最終製品出荷者が別途認定を受けなくてはなりません。 
但し、本製品は、コンセプトが汎用なので、電流定格のシルク表示はありません。 
汎用でカスタマイズ可能ということの裏返しになりますが、掲載している回路図や 
部品表例を参考にして、お客様が再設計するくらいのつもりで御使用下さい。 

 
【注意】むき出しの設定ﾊﾟｯﾄﾞが多くあります。特に  電源ﾗｲﾝの設定ﾊﾟｯﾄﾞ  (LCD 電源 

など)が不用意に短絡されない様に、 設定後の絶縁確認  を確実に行なって下さい。 
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３．図面 
(1) 回路図 
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(2) 部品表(例)、設定(例) 
 汎用基板なので、自由に部品を選択して下さって結構なのですが、 
一応、基板を割らない場合に想定している標準的な(実験用)部品表の「一例」を示しま 
すが、RoHS 非対応の鉛含有部品もあるので要注意です。部品は全てﾘｰﾄﾞ部品です。 
ｺﾈｸﾀは増設余裕ﾗﾝﾄﾞを設けており、ﾋﾟﾝ数を選択可能なので、適宜変更して下さい。 
消費電流は、PSoC の内部構成に依存しますが、この基本構成で約 30～70mA になります。 

 
a) ASA-001-PSoC 部品表(例) 

Ref. 部品名 型式 仕様 メーカ 数 備考 

IC1 PSoC CY8C29466 
-24PXI 

300mil (7.62mm)幅 
Narrow DIP 28pin Cypress 1 必須 

----- IC ｿｹｯﾄ  300mil 幅 Narrow DIP 28pin 各社 1 お好みで 

LCD ﾓｼﾞｭｰﾙ SC1602BS-B 
-SO-GS-K 

16 文字×2 行,  
85×30×9mm 

SUN- 
LIKE 1 ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ付 

はお好みで LCD1 
コネクタ お好みで 

(LCD 高さ影響) 
2.54 ﾋﾟｯﾁ、2×7pin 

14pin ﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞ 各社 1 LCD 下の高

さに影響 
X1 発振器 KTXO-18S-03A-4 12.8MHz, DIP14pin 京セラ 1 省略可 

D11 ﾂｪﾅｰﾀﾞｲｵｰﾄﾞ MTZJ6.8B 6.8V, 500mW ローム 1 ｻ-ｼﾞ保護用 
C11 ｱﾙﾐ電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ UST1C470MDD 47μF, 16V,20%,φ6.3×7 ﾆﾁｺﾝ 1  

C12～
C15 

積層ｾﾗﾐｯｸ 
 ｺﾝﾃﾞﾝｻ  0.1μF, 50V, 

2.54mm ﾘｰﾄﾞﾋﾟｯﾁ 各社 4 必須 

R11 抵抗  1kΩ, 10%, 1/4W,ﾘｰﾄﾞ 各社 1 ﾘｾｯﾄ保護 
R12 抵抗  22kΩ, 10%, 1/8W,ﾘｰﾄﾞ 各社 1 X1 と共に 
R13 抵抗  10kΩ, 10%, 1/8W,ﾘｰﾄﾞ 各社 1 X1 と共に 
R14 抵抗  22Ω, 10%, 1/8W,ﾘｰﾄﾞ 各社 1 X1 と共に 
VR1 可変抵抗 CT-6EP10kΩ(103) 10kΩ, TOP, 10%, 0.5W ｺﾊﾟﾙ 1 ｺﾝﾄﾗｽﾄ調整 
J0 コネクタ (下記注) 10(2×5)pin, 2.54 ﾋﾟｯﾁ 各社 1 (下記注) 
J1 コネクタ JP-1 実装残ﾘｰﾄﾞでも可 ﾏｯｸｴｲﾄ 3 CN1A 接続 

必要に応じて CN2A の対面とｼﾞｬﾝﾊﾟ接続 ----- 3 SIO2 J2 コネクタ 
お好みで追加 10(2×5)pin, 2.54 ﾋﾟｯﾁ, ｿｹｯﾄ 各社 1 ﾊﾝﾀﾞ面実装 

J3 コネクタ 22-23-2051 2.54mm ﾋﾟｯﾁ, 5 ピン molex 1 ISSP 
JP-1 実装残ﾘｰﾄﾞでも可 ﾏｯｸｴｲﾄ 4 CN4 と接続 J4A コネクタ 

お好みで追加 各種ｺﾈｸﾀ 各社 1 お好みで 
J4B コネクタ お好みで追加 各種ｺﾈｸﾀ 各社 1 お好みで 
J5 コネクタ JP-1 実装残ﾘｰﾄﾞでも可 ﾏｯｸｴｲﾄ 2 CN5 と接続 

TP1 ﾁｪｯｸﾋﾟﾝ LC-33-G-黒 黒色 ﾏｯｸｴｲﾄ 1 GND 
TP2 ﾁｪｯｸﾋﾟﾝ LC-33-G-赤 赤色 ﾏｯｸｴｲﾄ 1 ＋Vcc 

(注) ﾀﾞｲｵｰﾄ，抵抗，ｺﾝﾃﾞﾝｻの Ref は、11 番から始まる。 
(注) J0 は、一番メインとなる I/O ポートで、選択は重要です。次の 2 つから選択します。 

・MIL-10pin ｻｲﾄﾞ型・・・ﾌﾗｯﾄｹｰﾌﾞﾙ用ｺﾈｸﾀとして横に出す。通常はこちら。 
・2 列×5pin ﾋﾟﾝｿｹｯﾄ・・・ﾊﾝﾀﾞ面(裏面)に実装して、ﾊﾝﾀﾞ面側に万能基板をｽﾀｯｸする。 
設定パッド 標準設定 備考 
JP0 オープン IC1-24pin ﾊﾝﾀﾞ面、20 ﾋﾟﾝ PSoC 用電源。 
JP1 オープン IC1-18pin ﾊﾝﾀﾞ面、 8 ﾋﾟﾝ PSoC 用電源 

JP2（VR1 裏） １と＋を短絡 
２と G を短絡 

LCD 電源極性設定。文字が銅箔。標準は、SC1602BS 用 
【注意】ギャップが狭いので電源の短絡に注意！ 

X1 裏 Vcc オープン X1 裏ﾊﾝﾀﾞ面、8 ﾋﾟﾝ用+Vcc 電源。使用する発振ﾓｼﾞｭｰﾙに依存。 
J0-10pin 隣り 
GND ﾋﾞｱﾎｰﾙ オープン ｶﾞｰﾄﾞ用ﾊﾟﾀｰﾝの先端に GND ﾋﾞｱﾎｰﾙがある。 

J0-10pin とﾊﾝﾀﾞﾌﾞﾘｯｼﾞすると、J0 を囲むﾙｰﾌﾟになる。 

LCD1_7-10pin オープン DB0～DB3 の端子処理。開放では 4bit 動作をしない LCD 機

種は、(双方向端子なので)10kΩを外付けして GND に接続。 
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b) ASA-001-PR232 部品表(例) （ DC 9～12V 入力用 ） 

Ref. 部品名 型式 仕様 メーカ 数 備考 

U1 RS-232 
ﾄﾞﾗｲﾊﾞ ADM3202AN DIP14pin Analog 

Devices 1  

----- IC ｿｹｯﾄ  DIP 14pin 各社 1 お好みで 
U2 ﾘｾｯﾄ IC PST600C 4.5V, ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ, TO-92 ミツミ 1 省略可 
U3 3 端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ NJM7805FA 5V, 1A, TO-220F JRC 1  
Q1 PNP ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ 2SA1015GR(F) TO-92, hFE は適当で可 東芝 1 High ﾘｾｯﾄ用 
D1 小信号ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ 1N4148 100V, 200mA, 500mW ﾌｪｱﾁｬｲﾙﾄﾞ 1 代替 1S1588  
D2 ｼｮｯﾄｷﾊﾞﾘｱ D D2S6M 60V, 2A, VF0.58V 新電元 1 電源極性保護 
D3 ｼｮｯﾄｷﾊﾞﾘｱ D D2S6M (CN3B 依存で不実装) 新電元 1 電源入力切換 
D4 ﾂｪﾅｰﾀﾞｲｵｰﾄﾞ (不実装) (充電仕様による)  1 充電電圧用 
D5 ﾂｪﾅｰﾀﾞｲｵｰﾄﾞ MTZJ8.2B 8.2V, 500mW ローム 1 代替 1S4 
D6 ﾂｪﾅｰﾀﾞｲｵｰﾄﾞ MTZJ6.8B 6.8V, 500mW ローム 1 (PANJIT) 

LED1 発光ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ お好みで (お好みで) 各社 1 電源ﾗﾝﾌﾟ 
C1 ｱﾙﾐ電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ UST1C100MDD 10μF, 16V, 20%,φ4×7 ﾆﾁｺﾝ 1 【高さ注意】 

C2, C3 ｱﾙﾐ電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ UST1C470MDD 47μF,16V,20%,φ6.3×7 ﾆﾁｺﾝ 2 （下記注） 
C4～

C8,C10 
積層ｾﾗﾐｯｸ 
 ｺﾝﾃﾞﾝｻ  0.1μF, 50V 

2.54mm ﾘｰﾄﾞﾋﾟｯﾁ 各社 6 必須 

C9 積層ｾﾗﾐｯｸ 
 ｺﾝﾃﾞﾝｻ  0.1μF, 50V 

5.08mm ﾘｰﾄﾞﾋﾟｯﾁ 各社 1 U1 用に必須 

R1 抵抗  10kΩ, 10%, 1/8W,ﾘｰﾄﾞ 各社 1 ﾘｾｯﾄ時間用 
R2 抵抗  10kΩ, 10%, 1/8W,ﾘｰﾄﾞ 各社 1 ﾘｾｯﾄ時間用 
R3 抵抗  100Ω, 10%, 1/4W,ﾘｰﾄﾞ 各社 1 SW 保護用 
R4 抵抗  100kΩ, 10%, 1/8W,ﾘｰﾄﾞ 各社 1 Pull Down 

R5, R6 抵抗  1kΩ, 10%, 1/4W,ﾘｰﾄﾞ 各社 2 ﾘｾｯﾄ保護用 
R7 抵抗  330～470Ω, 10%, 1/4W 各社 1 LED 電流 
R8 抵抗 (不実装) (充電仕様による)   充電電流用 
F1 ﾘｾｯﾀﾌﾞﾙﾋｭｰｽﾞ RXEF030 保持 0.30A, ﾄﾘｯﾌﾟ 0.60A ﾚｲｹﾑ 1 12V 入力用 

SW1 ﾀｸﾄｽｲｯﾁ SKHHARA010 □6mm, 50mA, 12V ｱﾙﾌﾟｽ 1 ﾘｾｯﾄ SW 
CN1A コネクタ JP-1 実装残ﾘｰﾄﾞでも可 ﾏｯｸｴｲﾄ (3) J1 と接続 
CN2A コネクタ 必要に応じて J2 の対面とｼﾞｬﾝﾊﾟ接続 ----- --- SIO2 
CN1B, 
CN2B D-SUB ｺﾈｸﾀ RDED-9SA-LNA

(4-40)(55) 
D-SUB 9,ﾒｽ,基板実装用。 
CN2B は別ｺﾈｸﾀでも可。 ヒロセ 2 RS-232 

CN3A DC ｼﾞｬｯｸ 2DC0005 
D100 

DC20V, 4A, 
2.1mm 標準ｼﾞｬｯｸ ｼﾝｶﾞﾄﾛﾝ 1 電源入力 

CN3B コネクタ (不実装) (基板ｽﾀｯｸ仕様による)  1 電源入出力 
CN4 コネクタ JP-1 実装残ﾘｰﾄﾞでも可 ﾏｯｸｴｲﾄ (4) J4A と接続 
CN5 コネクタ JP-1 実装残ﾘｰﾄﾞでも可 ﾏｯｸｴｲﾄ (2) J5 と接続 
CP1 ﾁｪｯｸﾋﾟﾝ LC-33-G-黒 黒色 ﾏｯｸｴｲﾄ 1 GND 
CP2 ﾁｪｯｸﾋﾟﾝ LC-33-G-赤 赤色 ﾏｯｸｴｲﾄ 1 ＋VDD 
備考： D7～D10 ，R9, R10 は欠番。 

【注意】DC ｼﾞｬｯｸの隣りに、入力電圧を記入して、入力の間違いを防止し下さい。 
この部品表の通りに U3, 7805 を実装する場合は、DC 9～12V の AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀを使用します。 
DC 5V，24V の AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀを使用したい場合は、後述の説明をよく読んで下さい。 

※ AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀは、ﾉｲｽﾞの少ない物を使用して下さい。場合によっては、ﾄﾗﾝｽ式ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀｲﾌﾟを。 

設定パッド 標準設定 備考 
JMP 1T , 1R 
     2T , 2R 

中央ﾊﾟｯﾄﾞと 
IC 側ﾊﾟｯﾄﾞを接続 

U1 裏ﾊﾝﾀﾞ面。文字が銅箔。U1 を経由させるか、 
バイパスして CN1A,B と CN2A,B を直結させるかを選択 

DC ｼﾞｬｯｸ裏ﾊﾟｯﾄﾞ 短絡 ｵｰﾌﾟﾝは、DC ｼﾞｬｯｸでの電源入力切換えに使用 
PSoC 側基板との 

FG 接続 オープン 装置に依存。ASA-001-PSoC と FG をしっかり接続する場

合、CN2B 隣の FG 穴をジャンパ線で接続。 
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(3) 外形図 
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(4) コネクタ・ポート一覧 

J0  ,  MIL-10pin , 2.54mm ﾋﾟｯﾁ , ｻｲﾄﾞ型 
No. 信号名 備考 No. 信号名 備考 
1 P00_AI 汎用 I/O かｱﾅﾛｸﾞ入力 2 P01_AI 汎用 I/O かｱﾅﾛｸﾞ入力 
3 P02_AIO 〃    入出力 4 P03_AIO 〃    入出力 
5 P04_AIO 〃    入出力 6 P05_AIO 〃    入出力 
7 P06_AI 〃     入力 8 P07_AI 〃     入力 
9 +Vcc +5V 10 GND 0V 

 
Jn CNnA CNnB , D-SUB 9pin メス 

No. 信号名 No. 信号名 No. 232 信号名 備考 
1 GND 

ｼﾞｬ

ﾝﾊﾟ 1 GND 
U1 
232 1 CD (DCD) ｵｰﾌﾟﾝ 

2 TXn_P1?  2 Tn_IN  2 SD (TxD) 送信ﾃﾞｰﾀ 
3 RXn_P1?  3 Rn_OUT  3 RD (RxD) 受信ﾃﾞｰﾀ 
4 P16 (J2)     4 DR (DSR)  
      5 SG (GND) 0V 

(注) Jn , n は SIO ﾁｬﾝﾈﾙ  6 ER (DTR)  
 n=1 → Tx(P12) , Rx(P13)  7 CS (CTS)  
 n=2 → Tx(P17) , Rx(P15)  8 RS (RTS)  
 を使用。  9 CI (RI) ｵｰﾌﾟﾝ 
   FG ﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞ 取付け穴 

 
CN5, ﾘｾｯﾄ出力 J5 , ﾘｾｯﾄ入力  J3 ,  ISSP , 22-23-2051 (molex) 
No. 信号名 

ｼﾞｬ

ﾝﾊﾟ No. 信号名  No. 信号名 備考 
1 GND  1 GND  1 SDATA ﾃﾞｰﾀ 
2 /RESET  2 NC  2 SCLK ｸﾛｯｸ 
3 RESET  3 RST ≒ 3 XRES High(+Vcc)でﾘｾｯﾄ 
      4 GND 0V 
      5 +Vcc +5V 

 
CN3A , DC ｼﾞｬｯｸ CN4, J4A, J4B  LCD1 , P2 ﾎﾟｰﾄ 

No. 信号名  
No. 信号名  No. 信号名 No. 信号名 

1 外側(大) PGND  0 GND (注) 1 +Vcc (注) 2 GND (注) 
2 中心 ＋VIN_A  1 GND  3 Vo (ｺﾝﾄﾗｽﾄ) 4 RS P25 
3 換(大),外(小) －VIN_A  2 GND  5 R/W P26 6 E P24 
4 切換(小) SHUNT  3 +Vcc  7 DB0 NC 8 DB1 NC 

  4 +Vcc  9 DB2 NC 10 DB3 NC 
CN3B, DC 入出力   11 DB4 P20 12 DB5 P21 
No. 信号名   13 DB6 P22 14 DB7 P23 
1 －VIN_B   
2 －VIN_B   
3 ＋VIN_B   
4 ＋VIN_B  

(注) No.0 は、 
回路図にもｼﾙｸ 
にも存在しな 
い。ﾗﾝﾄﾞのみ。 
CN4 は出力。

J4A,B は入出力  

(注) 電源極性は、JP2(VR1 裏ﾊﾟｯﾄﾞ)の 
設定によって反転する。 

PC へ

ｽﾄﾚｰﾄ 
ｹｰﾌﾞﾙ 
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４．詳細説明 
(1) 基板分割、ｼﾞｬﾝﾊﾟ接続、V 溝部補強 

中央の V 溝で分割可能。分割しない場合、LCD を実装可能ですが、V 溝の強度が 
弱い為、対面するｺﾈｸﾀ間をｼﾞｬﾝﾊﾟ等(JP-1(ﾏｯｸｴｲﾄ)を推奨)で補強する必要があります。 
ｼﾙｸが見えるように、ｼﾞｬﾝﾊﾟを少し(2mm)浮かせて実装すると、強くなります。 
実装残ﾘｰﾄﾞを用いる場合は、ｱｰﾁを描くように実装して、強度を確保して下さい。 

(2) 基板の段重ねスタック 
・ 市販の万能基板と、スタックが出来る事を考慮。 
対応万能基板サイズは、以下の３種類。 

(a) 95×72  mm ，ランド位置関係は右図。 
(b) 72×47.5 mm ，ランドは基板中央から展開。 
(c) 72×47  mm ，ランドは基板中央から展開。 

各万能基板の取付け穴は、 
基板端から 3mm の所にφ3.2mm。 

・本基板は、(b)とのスタックの為、(a)よりも 1mm 大きい。 
また、(a),(b),(c)の 3 種との段重ねスタックに対応する為、 
本基板の取付け穴位置は中途半端。 

(3) ASA-001-PSoC 
a) IC1 , PSoC パッケージ 

・28pin ・・・ 幅の狭い 28pin IC ソケットを実装。CY8C29466-24PXI などに対応。 
・20pin , 8pin ・・・ シルク 及び ﾊﾝﾀﾞ面の銅箔文字を参照。 

対応する電源のパッドをハンダブリッジします。 
b) J0 ,  I/O ポート（P0），アナログ入出力 

・MIL 規格の 2.54mm ピッチ 10pin コネクタを実装することを想定。 
・J0-1pin は、20pinPSoC 使用時に、＋電源に接続されるので注意。 

c) J1 , J2 ,  I/O ポート（P1），シリアル通信，I2C 
・J1 , J2 を合わせたコネクタにすることも可能。ピン数は適宜増減。 
・ASA-001-PR232 へ信号を送る場合、CN1A, CN2A の対面する各ﾋﾟﾝをｼﾞｬﾝﾊﾟ接続。 
・極端な場合、J1, J2, J4A, J5 を一体ものの基板ｽﾀｯｸ用コネクタにすることも可能。 
・J2-4pin は、8pinPSoC 使用時に、＋電源に接続されるので注意。 

d) J3 ,  MiniProg (ISSP) 
・ｺﾈｸﾀ 22-23-2051（molex）（スズメッキ品）（旧型式 A-6373-05A102） 

22-11-2052（molex）（金メッキ品） （旧型式 A-6373-A05A501） 
・J3, ISSP (MiniProg)でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑする時、J5 外部リセットが接続されている場合、 

外部電源（PR232 側からの電源供給）が必要です。 
外部電源が無いと、PR232 の外部ﾘｾｯﾄ回路が ISSP の邪魔をして、ｴﾗｰになります。 
外部電源使用時は、PSoC Programmer の Programing Mode は Reset を選択。 

e) J4A, J4B 電源コネクタ 
・回路図とｼﾙｸは 4 極になっていますが、GND ﾗﾝﾄﾞは もう 1 極 余分にあります。 
・基板を上下両方向へスタックする場合は、SIP 2 個を両面から 1 列ずらして実装。 
・J4A, J4B は同等なので、片方を電源入力、もう一方を出力にします。 
・PR232 から電源入力 ・・・ CN4 と J4A の対面する各ﾋﾟﾝをｼﾞｬﾝﾊﾟ線で接続。 

f) J5 外部リセット入力 
・使用しない ・・・ オープンにしておく。R11 不実装時、J5 を別用途に使用可能。 
・使用する  ・・・ R11 を実装。MiniProg(ISSP)のリセットと競合した時の保護。 

g) LCD1（P2） 
・コネクタ： 2.54mm ﾋﾟｯﾁのﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞか、ﾎﾞｯｸｽﾍｯﾀﾞ 10P（ﾛｯｸ無・MIL ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ） 

96(95)mm 
長の方向 中

央
（

V
溝
）

72mm 長

の方向 
中央 

2.54mm ピッチの 
グリッド位置関係。 
基板中心は、 
グリッド上には 
無いので注意。 

基板中心 

グリッド位置 



 10／12 

を実装。LCD の高さに影響するので、部品の選択に注意。 
・LCD 実装  ・・・取付け穴の片側は、CN1B, D-SUB-9 の取付け穴を流用。 

LCD と D-SUB の取付け穴位置が元々異なるのに、無理に合わせようと 
しているので、完全にキッチリと取り付けられる訳ではありません。 

・基板分割したら、LCD の代わりに、ｱﾅﾛｸﾞ／ﾃﾞｼﾞﾀﾙ汎用ﾎﾟｰﾄ(P2)として使用可能。 
P2[7]（IC1-5pin）は未配線なので、LCD1-7～10pin に手配線して使用。 

・VR1 ・・・ LCD コントラスト調整用の可変抵抗。2 種類のｻｲｽﾞの部品に対応。 
・LCD 電源極性を設定する。（VR1 裏のハンダ面パッド。文字が銅箔） 

SC1602BS 使用時 ： 1 と+ ，2 と G をハンダブリッジで接続。 
逆電源の他 LCD  ： 2 と+ ，1 と G をハンダブリッジで接続。 

【注意】＋Vcc と GND のパターンが、むき出しで近接しています。 
短絡しないように、十分に、設定後の絶縁確認を行なって下さい。 

h) X1 , 外付け水晶発振モジュール 
・省略可。DIP 14 or 8 pin を実装可能。8 pin IC 使用時は Vcc 電源 PAD を短絡。 

実際に使用するためには、PSoC のグローバルパラメータ SysClk の設定が必要。 
・LCD を実装する場合は、X1 の部品高さに注意。 
・X1 直下の部品面のﾊﾟﾀｰﾝは GND。ﾓｼﾞｭｰﾙのｹｰｽも GND なら、接触しても安心。 
・KTXO-18S は DC カット出力なので、DC レベル固定用に R12, R13 が必要。 

出力は振幅 2.5Vp_p の歪んだノコギリ波であり、PSoC の入力は VIH=Min2.2V, 
VIL=Max0.8V なので、DC ﾚﾍﾞﾙ 1.5V に設定（R12=22kΩ, R13=10kΩ）。 
もしも DC2.5V に設定（R12, R13=10kΩ）すると、VIL 条件が危ないので注意。 

・R14 は、ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ抵抗。ｸﾛｯｸ波形に応じて値を調整。とりあえずは 22Ω。 
・R12, R13, R14 は、抵抗本体部が X1 の出力ﾋﾟﾝに近くなるように実装して下さい。 
・発振出力ﾗｲﾝは、GND でガードしてありますが、 ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ整合はしていません。 

i) D11 ，サージ保護用ツェナーダイオード 
6.8V（実用電流領域で 6V 強。 5V での漏れ電流を無視できる）。 
 定常的(直流的)な過電圧保護には対応していません。 （電流容量が小さ過ぎ） 

j) 万能基板領域 
・点線で囲まれた領域が万能基板領域。非常に狭く、おまけです。センサ等の実装用。 
・隣りに、＋Vcc と GND のランドがあるので、適宜利用してください。 

 
(4) ASA-001-PR232 
a) 電源 

・CN3A , DC ジャック ・・・ 下図の 2 種類の部品に対応。 
大ｼﾞｬｯｸは、2.1mm 標準 DC ｼﾞｬｯｸ（中心ﾋﾟﾝφ2mm，挿入穴φ6mm）で、 
2DC-0005D100(ｼﾝｶﾞﾄﾛﾝｴﾝﾀﾌﾟﾗｲｽﾞ)  or  MJ-179P(マル信無線) 
CN3A のｼﾙｸ文字はありません。入力電圧 記入用ｼﾙｸ■V の隣りです。 

 
 
 
 
 
 
 
 

ハンダ面 
大ジャック 
2 : 中心＋ 
3 : 切換え 
1 : 外側－ 
PAD 

ハンダ面 
小ジャック 
2 : 中心＋ 
3 : 外側－ 
4 : 切換え 

固定用ピン 
固定用穴 
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・DC ｼﾞｬｯｸ裏 PAD： 通常は短絡します。 
開放のままにするのは、大ジャック使用 かつ CN3B を入力で使用 かつ  
D2, D3 を短絡 かつ DC プラグ挿抜で入力切換えする場合のみです。 
D2, D3 を実装すれば、手間がかかるだけの余計なパッドですが、5V 入力で 
D2, D3 の電圧ドロップが嫌な場合に検討して下さい。但し、安全性に注意。 

・CN3B 
・出力用 ・・・ DC ジャックからの入力をそのまま CN3B に中継出力する場合、 

D2, D3 を短絡、DC ｼﾞｬｯｸ裏 PAD 短絡。 
・入力用 ・・・ 2 次電池のﾌﾛｰﾄ充電回路(D3, D4, R8)が付いています。 

・D3, D4, R8（2 次電池のﾌﾛｰﾄ充電回路） 
・D4, R8 の値は 2 次電池に依存します。お客様が設計して下さい。 
・設計がよく分からなければ、2 次電池や充電回路としての使い方をやめ、 

D3 を短絡して、D4 を保護素子として利用(ﾊﾞﾘｽﾀ・ｻｰｼﾞｱﾌﾞｿｰﾊﾞ等を実装）します。 
・入力電圧、定格出力、F1:ﾘｾｯﾀﾌﾞﾙﾋｭｰｽﾞ等 

これらは下表の様に互いに関連していて、使用条件に合わせて F1 を実装できますが、 
DC9V 入力で RXEF030 を推奨。 使用環境温度範囲は －20～＋50℃ を想定。 

CN3A, CN3B 
入力電圧 

CN4 
定格出力 

F1:ﾘｾｯﾀﾌﾞﾙﾋｭｰｽﾞ 
型式(ﾒｰｶ)（仕様）、他ﾒｰｶ相当品可 

DC12V DC5V 
0.22A 

RXEF030 (ﾚｲｹﾑ) 又は PRCP-R030-0-99 (ｺﾊﾟﾙ) 
(保持 0.30A, ﾄﾘｯﾌﾟ 0.60A @20℃) 

DC9V DC5V 
0.36A 

RXEF050 (ﾚｲｹﾑ) 又は PRCP-R050-0-99 (ｺﾊﾟﾙ) 
(保持 0.50A, ﾄﾘｯﾌﾟ 1.0A @20℃) が最大容量。 
12V 入力との兼用を考え、RXEF030 を推奨。 

DC5V 
仕様次第。 
AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 
直接使用。 

仕様次第ですが、とりあえずは RXEF030 を推奨。 
U3, 7805 は不実装。代わりに 1-3pin 間を接続 。 
D2,D3 は、電圧降下や安全性を考慮し、実装 or 短絡 

DC24V 
【非推奨】 

DC5V 
0.072A 

RXEF010 (ﾚｲｹﾑ) (保持 0.10A, ﾄﾘｯﾌﾟ 0.20A @20℃) 
C2 を耐圧 35V に、D5 を 35V 普通ﾀﾞｲｵｰﾄﾞに変更。 

【注意】DC ｼﾞｬｯｸの隣りに、入力電圧を記入して、入力の間違いを防止して下さい！ 

・U3 , 7805 (電流 1A 品)，3 端子レギュレータ 
7805 直下のﾊﾟﾀｰﾝは GND なので、絶縁に気をつける場合は絶縁ｼｰﾄを使用して下さい。 
基板と IC を密着させるために、ネジ止めした後から、ﾊﾝﾀﾞ付けして下さい。 
GND ﾊﾟﾀｰﾝで放熱を期待してはいますが、性能が不明なので、少し余裕があるだけと 
考え、7805 の許容損失は放熱板無し状態での 1.5W＠50℃以下 と考えて下さい。 
上表の定格出力は、7805 損失が約 1.5W と、F1 保持電流＠50℃から決めています。 
F1 のﾄﾘｯﾌﾟ電流＠-20℃を流す為に、7805 は 1A 品（絶対最大定格 1.5A）を使用。 
C4, C5 はｾﾗﾐｯｸｺﾝﾃﾞﾝｻ 0.1μF で、ﾊﾞｲﾊﾟｽｺﾝﾃﾞﾝｻとして必須。 

・D2, D3 ，ダイオード 
AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀに逆極性の物(外側＋)で入力したりするｹｱﾚｽミス防止と、CN3B との入力 
切換用。F1 が RXEF050 の時、ﾄﾘｯﾌﾟ電流 1.4A＠－20℃を流す為に、D2,D3 は 2A 
以上の容量が必要。ｼｮｯﾄｷでなくても可だが、普通の大容量ﾀﾞｲｵｰﾄﾞではﾘｰﾄﾞ線が太く 
て入らない。F1 が RXEF030 なら、ﾄﾘｯﾌﾟ電流 0.84A＠-20℃なので、D2,D3 は 1A 
品でも可だが、余裕の 2A 品を推奨。 高耐圧用は 20KHA20(日本ｲﾝﾀｰ) (2A, 200V)。 

・D5, D6 ，サージ保護用ツェナーダイオード 
ﾂｪﾅｰﾀﾞｲｵｰﾄﾞか、ｼｮｯﾄｷﾊﾞﾘｱﾀﾞｲｵｰﾄﾞを使用。 
ﾂｪﾅｰなら、D6 は 6.8V。 D5 は 8.2V。DC12V 電源入力にされることも考慮して、 
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DC12V 入力 ＜ ﾂｪﾅｰ 6+7.5=13.5V ＜ ｺﾝﾃﾞﾝｻ耐圧 16V の関係になっています。 
逆極性ｻｰｼﾞに対しては、順方向電圧 VF の 2 個直列で保護されます。 
ﾂｪﾅｰだと過電圧ｻｰｼﾞ保護も逆極性ｻｰｼﾞ保護もそれなりにできますが、順方向電圧 VF 
が大きい(約 1.5V)ので注意。逆極性保護重視なら、ｼｮｯﾄｷにして D4 も活用します。 

・LED1, R7 
電源ﾗﾝﾌﾟです。LED 色や好みにより R7 を調整します。標準は、緑色で R7=470Ω。 

b) リセット出力 
・ C1 の部品高さに注意 。高さ 7mm 品を推奨。在庫が無ければ 0.1μF 積ｾﾗｺﾝでも可。 
・ U2, PST600C(ﾐﾂﾐ), 4.3～typ4.5～4.7V 検出。正確な電圧監視が不要な場合、省略可。 
・ リセット解除遅延時間は C1×R1 ～ 最大 C1×(R1+R2) (秒)。 

Q1 と R2 が介在するので時間は不正確です。C1 は 0.1～22μF で調整(負荷による)。 
・  出力波形は、なまっています 。従って、他基板へﾘｾｯﾄ信号を分配する場合、 

 ﾘｾｯﾄの同時性は期待できない  ので注意。 ﾀｲﾐﾝｸﾞは手抜き  で、とにかくﾘｾｯﾄが 
掛かればいい、という回路です。受け側でｼｭﾐｯﾄ入力ﾊﾞｯﾌｧがあれば better です。 

・ Q1, R5, R11 での電圧ドロップが大きいので注意。ﾘｾｯﾄ High 電圧は約 4.2V。 
c) RS-232 
・ U1 , RS-232 ドライバ 

ADM3202AN（アナログデバイゼス） 
・ 経路切換えパッド（U1 裏のハンダ面。文字が銅箔） 

U1 を経由させるか、バイパスして 
CN1A,B と CN2A,B を直結させるかを選択。 
1T, 1R, 2T, 2R の 4 つの信号について、 

U1 経由 ：  IC 側と中央 PAD 
U1 ﾊﾞｲﾊﾟｽ： BYP 側と中央 PAD 

をハンダブリッジで短絡。 
・CN1A , CN2A コネクタ 

合わせて 7pin のコネクタにすることも可能。 
誤挿入防止の為にピン数を変えられるように空ランドを設置。 

・CN1B , CN2B ，D-SUB-9 コネクタ 
2～5pin の所に、2.5mm ﾋﾟｯﾁのｺﾈｸﾀを、 
D-SUB ｺﾈｸﾀ(2.77mm ﾋﾟｯﾁ)の代わりに実装可能。 

・使わないチャンネルの空き入力は、ロジックレベル側では GND に落とします。 
232 レベルの空き入力は、ADM3202 の中で処理されているのでオープンで可。 

 
５． 免責事項  

・ ﾌﾟﾘﾝﾄ基板製造そのものに起因する製品不良(ﾊﾟﾀｰﾝ切れ等)や、重大なﾊﾟﾀｰﾝ設計ﾐｽが 
原因でのﾄﾗﾌﾞﾙについては、なま基板交換等の対処をさせていただきますが、 
それ以外の責任は、直接間接に関わらず、当方では一切負わないものとします。 

・なま基板そのものは UL 認定で難燃性がありますが、部品実装後の基板の電気的特性 
や安全性は、実装部品の選定，実装技術，使用方法などによって変わってきます。 
掲載した回路図や部品表例は、慎重に設計したつもりではございますが、 
部品実装後に生じるいかなる損害に対しても、当方では一切責任を負えません。 

 
６．連絡先（最新取説、部品入手先、特性など） 

Asa 工房ホームページ  http://homepage2.nifty.com/asa-kobo/ 
なま基板や本書に関するお問合せは、上記ページ経由のメールから受付けます。 

以上 

Ch1：IC 経由 
Ch2：IC バイパス に設定した例 


